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６ がん検診について 

６－１ がん検診の受診状況 

◎「肺がん検診」を＜過去１年以内に受けた＞が 33.3%、女性対象のがん検診を   

＜過２年以内に受けた＞のは、「子宮がん検診」が 40.6%で、「乳がん検診」が

36.9% 

過去1年以内にがん検診を受診した人の割合は「肺がん検診」(33.3%)、「大腸がん検診」(28.7%)、

「胃がん検診(胃部エックス線検査)」(20.7%)、「胃がん検診(胃内視鏡検査)」(16.6%)となって

いる。また、過去 2年以内に女性対象のがん検診を受診した人の割合は「子宮がん検診」が 40.6%

で、「乳がん検診」が 36.9%となっている。 
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図表６－１ がん検診の受診状況 

問１５．あなたは、これまでにがん検診またはがんの検査を含む健康診断や人間ドック等を受

けたことがありますか。受けたことがある場合には、一番最近受けた時期と機会を教

えてください。（○はそれぞれ 1つずつ） 

 

肺がん検診 
（胸のレントゲン撮影や 
喀痰(かくたん)検査など） 

乳がん検診 
（マンモグラフィ検査や 
乳房超音波(エコー)検査など） 

大腸がん検診 
（便潜血反応検査 

(検便)など） 

胃がん検診 
（胃部エックス線検査） 

胃がん検診 
（胃内視鏡検査） 

子宮がん検診 
（子宮の細胞診検査など） 

複数回答 (n=1,611) 
※ただし、「子宮がん検診」と「乳がん検診」は女性に占める割合を示す (n=889) 

(%) 

無回答 過去 12か月以内に
受けた 

過去 13か月以上前～ 
過去 24か月以内に 

受けた 

過去 25か月以上前に 
受けた 

時期は 
覚えていない 
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過去 1年以内に受診した人の割合は、性／年齢別では、男性の 50～59歳が 48.7%で最も高く、

次いで、男性の 40～49 歳（45.2%）、男性の 60～69 歳（43.1%）、女性の 50～59 歳（43.1%）ま

でが 4割を超えている。 

居住区別では、幸区が 37.9%で最も高く、次いで宮前区（36.9%）、多摩区（35.7%）、麻生区

（35.0%）の順となっている。 

がん対策推進基本計画(平成 29年 10月 24日閣議決定)における肺がん検診受診率算出の対象

年齢である 40～69歳では、42.0%となっている。  

麻 生 区 (n=197) 

全 体 (n=1,611) 

男性（計） (n=696) 

女性（計） (n=889) 

1 8 ～ 2 9 歳 (n=86) 

3 0 ～ 3 9 歳 (n=107) 

4 0 ～ 4 9 歳 (n=155) 

5 0 ～ 5 9 歳 (n=117) 

6 0 ～ 6 9 歳 (n=130) 

40～69 歳(計) 

40～69 歳(計) 

40～69 歳(計) 

7 0 歳 以 上 (n=101) 

1 8 ～ 2 9 歳 (n=109) 

3 0 ～ 3 9 歳 (n=151) 

4 0 ～ 4 9 歳 (n=192) 

5 0 ～ 5 9 歳 (n=153) 

6 0 ～ 6 9 歳 (n=151) 

7 0 歳 以 上 (n=132) 

川 崎 区 (n=227) 

幸 区 (n=198) 

中 原 区 (n=262) 

高 津 区 (n=253) 

宮 前 区 (n=255) 

多 摩 区 (n=210) 

【 居 住 区 別 】 

【 性 ・ 年 代 別 】 

【 性 別 】 

(n=496) 

(n=402) 

(n=898) 

48.7

39.3

46.4

51.2

90.7

69.2

41.3

35.0

30.8

25.7

36.1

90.8

71.5

48.4

36.6

39.1

30.3

41.9

52.0

47.0

53.1

51.0

43.1

47.6

47.2

33.3 

42.0 

36.6 

30.9 

4.7 

26.2 

45.2 

48.7 

43.1 

39.6 

45.5 

6.4 

15.2 

37.0 

43.1 

37.7 

38.6 

39.1 

29.1 

37.9 

29.4 

31.2 

36.9 

35.7 

35.0 

4.2 

4.0 

4.0 

4.3 

0.0 

0.0 

4.5 

0.9 

6.2 

11.9 

4.0 

1.8 

5.3 

3.1 

3.9 

5.3 

6.1 

4.0 

4.0 
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2.7 
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0.0 

0.9 

2.6 
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6.6 

5.8 
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6.5 

4.7 

2.8 

3.2 

5.1 

8.5 

11.9 

5.5 

0.9 

6.6 

5.7 

5.2 

7.3 

12.1 

6.0 

6.6 

5.1 

6.1 

6.3 

6.3 

8.1 

5.6 

男 

性 

女 

性 

図表６－２ 肺がん検診(胸のレントゲン撮影や喀痰(かくたん)検査など)の受診状況 
（性／年齢別・居住区別） 

(%) 

受けたことはない 無回答 過去 12か月以内に
受けた 

過去 13か月以上前～ 
過去 24か月以内に 

受けた 

過去 25か月以上前に 
受けた 

時期は 
覚えていない 
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過去 1年以内に受診した人の割合は、性／年齢別では、男性の 50～59歳が 44.4%で最も高く、

次いで、男性の 40～49歳（42.6%）、女性の 50～59歳（37.3%）の順となっている。 

居住区別では、麻生区(33.5%)、宮前区（33.3%）、幸区（31.8%）で 3割を超えている。最も低

いのは、対象者中の 39歳以下の割合が他の区に比べ高い中原区で、22.5%となっている。 

がん対策推進基本計画(平成 29年 10月 24日閣議決定)における大腸がん検診受診率算出の対

象年齢である 40～69歳では、36.5%となっている。 

  

麻 生 区 (n=197) 

全 体 (n=1,611) 

男性（計） (n=696) 

女性（計） (n=889) 

1 8 ～ 2 9 歳 (n=86) 

3 0 ～ 3 9 歳 (n=107) 

4 0 ～ 4 9 歳 (n=155) 

5 0 ～ 5 9 歳 (n=117) 

6 0 ～ 6 9 歳 (n=130) 

7 0 歳 以 上 (n=101) 

40～69 歳(計) 

40～69 歳(計) 

40～69 歳(計) 

1 8 ～ 2 9 歳 (n=109) 

3 0 ～ 3 9 歳 (n=151) 

4 0 ～ 4 9 歳 (n=192) 

5 0 ～ 5 9 歳 (n=153) 

6 0 ～ 6 9 歳 (n=151) 

7 0 歳 以 上 (n=132) 

川 崎 区 (n=227) 

幸 区 (n=198) 

中 原 区 (n=262) 

高 津 区 (n=253) 

宮 前 区 (n=255) 

多 摩 区 (n=210) 

【 居 住 区 別 】 

【 性 ・ 年 代 別 】 

【 性 別 】 

(n=496) 

(n=402) 

(n=898) 

48.7

38.6

46.6

51.0

93.0

71.0

40.6

35.0

32.3

21.8

36.3

94.5

70.2

46.4

32.7

41.1

32.6

40.5

51.5

50.5

51.5

47.0

45.5

47.6

48.2

28.7 

36.5 

31.2 

27.2 

3.5 

18.7 

42.6 

44.4 

31.5 

34.7 

39.6 

1.8 

15.2 

33.3 

37.3 

31.8 

36.4 

34.1 

24.7 

31.8 

22.5 

28.5 

33.3 

28.6 

33.5 

6.0 

7.0 

6.5 

5.5 

0.0 

1.9 

9.0 

3.4 

12.3 

8.9 

8.5 

1.8 

4.6 

5.2 

5.2 

7.3 

8.3 

5.8 

4.0 

6.1 

8.4 

9.1 

3.1 

6.2 

4.6 

6.8 

8.9 

6.2 

7.4 

0.0 

2.8 

3.2 

9.4 

11.5 

8.9 

7.7 

0.0 

5.3 

5.7 

13.7 

11.3 

6.8 

9.9 

8.8 

5.1 

9.2 

4.7 

8.6 

4.8 

6.1 

3.2 

3.3 

3.2 

3.0 

0.0 

2.8 

1.3 

3.4 

3.1 

8.9 

2.5 

0.0 

0.0 

2.6 

5.9 

4.0 

4.5 

4.0 

4.4 

1.5 

3.8 

3.6 

3.1 

3.3 

2.5 

6.6 

5.6 

6.5 

5.8 

3.5 

2.8 

3.2 

4.3 

9.2 

16.8 

5.5 

1.8 

4.6 

6.8 

5.2 

4.6 

11.4 

5.6 

6.6 

5.1 

4.6 

7.1 

6.3 

9.5 

5.1 

男 

性 

女 

性 

図表６－３ 大腸がん検診(便潜血反応検査(検便)など)の受診状況（性／年齢別・居住区別） 

(%) 

受けたことはない 無回答 過去 12か月以内に
受けた 

過去 13か月以上前～ 
過去 24か月以内に 

受けた 

過去 25か月以上前に 
受けた 

時期は 
覚えていない 
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過去 1年以内に受診した人の割合は、性／年齢別では、男性の 40～49歳が 40.0%で最も高く、

次いで、男性の 50～59歳（32.5%）、女性の 50～59歳（30.1%）の順となっている。 

居住区別では、幸区が 26.3%で最も高く、次いで多摩区(24.8%)、麻生区（22.8%）、宮前区（22.7%）

の順で、最も低いのは川崎区で 13.7%となっている。 

がん対策推進基本計画(平成 29年 10月 24日閣議決定)における胃がん検診受診率算出の対象

年齢である 40～69歳では、27.7%となっている。 

  

麻 生 区 (n=197) 

全 体 (n=1,611) 

男性（計） (n=696) 

女性（計） (n=889) 

1 8 ～ 2 9 歳 (n=86) 

3 0 ～ 3 9 歳 (n=107) 

4 0 ～ 4 9 歳 (n=155) 

5 0 ～ 5 9 歳 (n=117) 

6 0 ～ 6 9 歳 (n=130) 

40～69 歳(計) 

40～69 歳(計) 

40～69 歳(計) 

7 0 歳 以 上 (n=101) 

1 8 ～ 2 9 歳 (n=109) 

3 0 ～ 3 9 歳 (n=151) 

4 0 ～ 4 9 歳 (n=192) 

5 0 ～ 5 9 歳 (n=153) 

6 0 ～ 6 9 歳 (n=151) 

7 0 歳 以 上 (n=132) 

川 崎 区 (n=227) 

幸 区 (n=198) 

中 原 区 (n=262) 

高 津 区 (n=253) 

宮 前 区 (n=255) 

多 摩 区 (n=210) 

【 居 住 区 別 】 

【 性 ・ 年 代 別 】 

【 性 別 】 

(n=496) 

(n=402) 

(n=898) 

52.1

42.7

49.9

54.4

94.2

74.8

41.3

37.6

36.2

30.7

38.6

95.4

75.5

52.1

41.2

43.0

28.8

46.0

59.5

48.0

58.4

50.2

49.8

49.0

49.7

20.7 

27.7 

24.6 

18.0 

2.3 

15.9 

40.0 

32.5 

24.6 

19.8 

32.8 

0.9 

10.6 

25.5 

30.1 

14.6 

19.7 

23.6 

13.7 

26.3 

16.4 

19.8 

22.7 

24.8 

22.8 

5.6 

7.1 

5.7 

5.5 

0.0 

2.8 

6.5 

4.3 

10.8 

7.9 

7.2 

0.0 

4.0 

8.3 

5.9 

6.6 

6.1 

7.1 

6.6 

6.1 

5.3 

5.9 

4.7 

6.7 

4.6 

7.6 

10.2 

7.6 

7.5 

0.0 

2.8 

7.7 

13.7 

10.0 

8.9 

10.2 

0.9 

4.6 

6.3 

11.8 

13.9 

6.1 

10.3 

7.0 

6.6 

7.6 

8.7 

9.0 

6.2 

7.6 

3.9 

3.8 

3.3 

4.4 

0.0 

0.9 

1.3 

6.0 

4.6 

6.9 

3.7 

0.0 

0.0 

0.5 

3.9 

7.9 

15.2 

3.8 

3.5 

4.0 

3.4 

4.0 

3.9 

1.9 

7.1 

10.1 

8.5 

8.9 

10.1 

3.5 

2.8 

3.2 

6.0 

13.8 

25.7 

7.5 

2.8 

5.3 

7.3 

7.2 

13.9 

24.2 

9.3 

9.7 

9.1 

8.8 

11.5 

9.8 

11.4 

8.1 

男 

性 

女 

性 

図表６－４ 胃がん検診(胃部エックス線検査)の受診状況（性／年齢別・居住区別） 
 

(%) 

受けたことはない 無回答 過去 12か月以内に
受けた 

過去 13か月以上前～ 
過去 24か月以内に 

受けた 

過去 25か月以上前に 
受けた 

時期は 
覚えていない 
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過去 1 年以内に受診した人の割合は、性／年齢別では、男性の 40 歳以上、女性の 50 歳以上

の年代で 2割を超えている。 

居住区別では、幸区が 20.7%で最も高く、次いで宮前区（18.4%）の順で、最も低いのは中原

区で 12.6%となっている。 

がん対策推進基本計画(平成 29年 10月 24日閣議決定)における胃がん検診受診率算出の対象

年齢である 40～69歳では、20.6%となっている。 

  

麻 生 区 (n=197) 

全 体 (n=1,611) 

男性（計） (n=696) 

女性（計） (n=889) 

1 8 ～ 2 9 歳 (n=86) 

3 0 ～ 3 9 歳 (n=107) 

4 0 ～ 4 9 歳 (n=155) 

5 0 ～ 5 9 歳 (n=117) 

6 0 ～ 6 9 歳 (n=130) 

40～69 歳(計) 

40～69 歳(計) 

40～69 歳(計) 

7 0 歳 以 上 (n=101) 

1 8 ～ 2 9 歳 (n=109) 

3 0 ～ 3 9 歳 (n=151) 

4 0 ～ 4 9 歳 (n=192) 

5 0 ～ 5 9 歳 (n=153) 

6 0 ～ 6 9 歳 (n=151) 

7 0 歳 以 上 (n=132) 

川 崎 区 (n=227) 

幸 区 (n=198) 

中 原 区 (n=262) 

高 津 区 (n=253) 

宮 前 区 (n=255) 

多 摩 区 (n=210) 

【 居 住 区 別 】 

【 性 ・ 年 代 別 】 

【 性 別 】 

(n=496) 

(n=402) 

(n=898) 

58.0

51.7

57.2

59.7

94.2

83.2

59.4

47.9

39.2

28.7

49.5

97.2

80.8

63.0

48.4

46.4

28.8

53.4

59.0

59.1

60.7

55.7

53.7

58.1

61.9

16.6 

20.6 

17.1 

16.3 

1.2 

6.5 

21.3 

24.8 

20.0 

22.8 

21.9 

0.0 

7.3 

15.1 

24.2 

20.5 

28.0 

19.6 

16.3 

20.7 

12.6 

16.2 

18.4 

16.7 

16.8 

5.8 

6.1 

5.7 

6.0 

0.0 

3.7 

6.5 

1.7 

10.0 

10.9 

6.2 

0.9 

3.3 

3.6 

5.9 

9.3 

12.9 

6.0 

4.0 

6.1 

6.1 

8.3 

5.5 

5.7 

5.1 

7.5 

10.0 

8.3 

6.9 

0.0 

3.7 

7.7 

12.8 

13.1 

9.9 

10.9 

0.9 

3.3 

7.8 

10.5 

9.9 

6.8 

9.3 

8.4 

4.0 

11.5 

7.9 

8.6 

5.7 

5.1 

3.5 

3.8 

3.6 

3.1 

0.0 

0.0 

1.9 

8.5 

5.4 

5.0 

5.0 

0.0 

0.0 

1.6 

3.3 

4.0 

10.6 

2.8 

4.8 

2.5 

3.1 

4.0 

4.3 

2.4 

3.0 

8.5 

7.8 

8.0 

8.0 

4.7 

2.8 

3.2 

4.3 

12.3 

22.8 

6.5 

0.9 

5.3 

8.9 

7.8 

9.9 

12.9 

8.9 

7.5 

7.6 

6.1 

7.9 

9.4 

11.4 

8.1 

男 

性 

女 

性 

図表６－５ 胃がん検診(胃内視鏡検査)の受診状況（性／年齢別・居住区別） 
 

(%) 

受けたことはない 無回答 過去 12か月以内に
受けた 

過去 13か月以上前～ 
過去 24か月以内に 

受けた 

過去 25か月以上前に 
受けた 

時期は 
覚えていない 
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過去 2 年以内に受診した人の割合は、性／年齢別では、30 歳以上 59 歳以下の年代で 5 割を

超え、その前後の 20～29歳と 60～69 歳では 25%程度と受診率が約半分のレベルになっている。 

居住区別では、幸区が 47.2%で最も高く、次いで多摩区（46.6%）、中原区（45.3%）の順で、

最も低いのは川崎区で 29.8%となっている。 

がん対策推進基本計画(平成 29年 10月 24日閣議決定)における子宮がん検診受診率算出の対

象年齢である 20～69歳では、45.8%となっている。 

 

  

32.4

100.0

70.6

21.2

20.8

26.1

33.1

37.1

30.6

36.8

30.6

29.7

34.1

37.3

21.6

36.3

31.7 

0.0 

21.1 

43.7 

44.8 

43.8 

16.6 

11.4 

35.8 

21.9 

33.3 

35.1 

31.2 

32.7 

36.2 

30.1 

8.9 

0.0 

5.5 

11.3 

11.5 

9.2 

9.9 

3.8 

9.9 

7.9 

13.9 

10.1 

7.2 

9.3 

10.3 

3.5 

13.2 

0.0 

1.8 

16.6 

12.0 

10.5 

22.5 

12.9 

13.4 

15.8 

9.3 

12.8 

11.6 

10.7 

18.1 

15.0 

7.5 

0.0 

0.0 

5.3 

6.3 

7.8 

10.6 

14.4 

6.4 

10.5 

4.6 

6.1 

8.7 

6.0 

6.0 

11.5 

6.3 

0.0 

0.9 

2.0 

4.7 

2.6 

7.3 

20.5 

3.8 

7.0 

8.3 

6.1 

7.2 

4.0 

7.8 

3.5 

(%) 

受けたことはない 無回答 
過去 12か月以内に

受けた 

過去 13か月以上前～ 
過去 24か月以内に 

受けた 

過去 25か月以上前に 
受けた 

時期は 
覚えていない 

図表６－６ 子宮がん検診(子宮の細胞診検査など)の受診状況（年齢別・居住区別） 

麻 生 区 (n=113) 

女性（計） (n=889) 

1 8 ～ 1 9 歳 (n=11) 

3 0 ～ 3 9 歳 (n=151) 

4 0 ～ 4 9 歳 (n=192) 

5 0 ～ 5 9 歳 (n=153) 

6 0 ～ 6 9 歳 (n=151) 

20～69 歳(計) 

7 0 歳 以 上 (n=132) 

川 崎 区 (n=114) 

幸 区 (n=108) 

中 原 区 (n=148) 

高 津 区 (n=138) 

宮 前 区 (n=150) 

多 摩 区 (n=116) 

【 居 住 区 別 】 

【 年 代 別 】 

(n=745) 

2 0 ～ 2 9 歳 (n=98) 
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過去 2 年以内に受診した人の割合は、性／年齢別では、40～49 歳が 57.8%で最も高く、次い

で 50～59歳（49.7%）、30～39歳（34.4%）、60～69歳（30.5%）の順となり、18～29歳と 70歳

以上では 2割を下回っている。 

居住区別では、幸区が 45.4%で最も高く、次いで多摩区（42.2%）の順で、最も低いのは川崎

区で 31.6%となっている。 

がん対策推進基本計画(平成 29年 10月 24日閣議決定)における乳がん検診受診率算出の対象

年齢である 40～69歳では、47.0%となっている。 

 

  

38.9

81.7

47.0

21.4

24.2

36.4

40.2

26.8

42.1

32.4

41.9

40.6

39.3

36.2

38.9

27.0 

11.9 

23.8 

44.8 

37.3 

18.5 

15.2 

34.5 

22.8 

31.5 

20.9 

24.6 

30.0 

31.0 

29.2 

9.9 

3.7 

10.6 

13.0 

12.4 

11.9 

4.5 

12.5 

8.8 

13.9 

10.8 

9.4 

7.3 

11.2 

8.8 

11.6 

1.8 

8.6 

10.4 

13.7 

20.5 

12.1 

14.5 

13.2 

13.9 

10.8 

10.9 

12.0 

9.5 

11.5 

6.7 

0.0 

4.6 

6.8 

8.5 

8.6 

10.6 

7.9 

11.4 

1.9 

8.8 

7.2 

6.7 

3.4 

7.1 

5.8 

0.9 

5.3 

3.6 

3.9 

4.0 

17.4 

3.8 

1.8 

6.5 

6.8 

7.2 

4.7 

8.6 

4.4 

(%) 

受けたことはない 無回答 
過去 12か月以内に

受けた 

過去 13か月以上前～ 
過去 24か月以内に 

受けた 

過去 25か月以上前に 
受けた 

時期は 
覚えていない 

図表６－７ 乳がん検診(マンモグラフィ検査や乳房超音波(エコー)検査など)の受診状況 
（年齢別・居住区別） 

麻 生 区 (n=113) 

女性（計） (n=889) 

3 0 ～ 3 9 歳 (n=151) 

4 0 ～ 4 9 歳 (n=192) 

5 0 ～ 5 9 歳 (n=153) 

6 0 ～ 6 9 歳 (n=151) 

40～69 歳(計) 

7 0 歳 以 上 (n=132) 

川 崎 区 (n=114) 

幸 区 (n=108) 

中 原 区 (n=148) 

高 津 区 (n=138) 

宮 前 区 (n=150) 

多 摩 区 (n=116) 

【 居 住 区 別 】 

【 年 代 別 】 

(n=496) 

1 8 ～ 2 9 歳 (n=109) 
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６－２ がん検診を受診した機会 

◎「胃がん検診（胃部エックス線検査）」の受診機会は「会社や健康保険組合等で実

施するがん検診」が 61.7% 

いずれの検診においても「会社や健康保険組合等で実施するがん検診」を受診した人の割合

が最も高く、中でも「胃がん検診(胃部エックス線検査)」「肺がん検診」「大腸がん検診」では、

受診者の 6 割前後が「会社や健康保険組合等で実施するがん検診」を受診している。なお、女

性対象のがん検診では、他の検診に比べ「川崎市のがん検診」を受診した人の割合が高くなっ

ている。 

 

  

図表６－８ がん検診の受診機会 

問１５．あなたは、これまでにがん検診またはがんの検査を含む健康診断や人間ドック等を受

けたことがありますか。受けたことがある場合には、一番最近受けた時期と機会を教

えてください。（○はそれぞれ 1つずつ） 

 

61.0

54.8

61.7

39.1

38.2

46.2

21.9

22.7

14.6

22.1

33.0

29.7

11.9

17.2

15.4

31.2

22.4

17.9

5.1

5.3

8.2

7.6

6.4

6.1

肺がん検診 (n=721) 
（胸のレントゲン撮影や 
喀痰(かくたん)検査など） 

乳がん検診 (n=491) 
（マンモグラフィ検査や 
乳房超音波(エコー)検査など） 

大腸がん検診 (n=721) 
（便潜血反応検査 

(検便)など） 

胃がん検診 (n=609) 
（胃部エックス線検査） 

胃がん検診 (n=539) 
（胃内視鏡検査） 

子宮がん検診 (n=545) 
（子宮の細胞診検査など） 

(%) 

会社や健康保険組合等で
実施するがん検診 無回答 

川崎市の 
がん検診 その他 
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「肺がん検診」「大腸がん検診」「胃がん検診(胃部エックス線検査)」「胃がん検診(胃内視鏡

検査)」は過去 1年以内に受診した人について、「子宮がん検診」「乳がん検診」は過去 2年以内

に受診した人について見ると、いずれの検診においても「会社や健康保険組合等で実施するが

ん検診」を受診した人の割合が最も高く、中でも「胃がん検診(胃部エックス線検査)」「肺がん

検診」「大腸がん検診」では、過去 1 年以内受診者の 6～7 割が「会社や健康保険組合等で実施

するがん検診」を受診している。なお、女性対象のがん検診では、他の検診に比べ「川崎市のが

ん検診」を受診した人の割合が高くなっている。 

  

66.5

63.3

71.2

45.5

45.7

55.2

20.3

21.4

11.1

25.0

32.1

29.0

8.4

11.2

9.3

22.4

18.3

12.5

4.8

4.1

8.4

7.1

3.9

3.4

肺がん検診 (n=537) 
（胸のレントゲン撮影や 
喀痰(かくたん)検査など） 

乳がん検診 (n=328) 
（マンモグラフィ検査や 
乳房超音波(エコー)検査など） 

大腸がん検診 (n=463) 
（便潜血反応検査 

(検便)など） 

胃がん検診 (n=333) 
（胃部エックス線検査） 

胃がん検診 (n=268) 
（胃内視鏡検査） 

子宮がん検診 (n=361) 
（子宮の細胞診検査など） 

図表６－９ がん検診の受診機会 

（肺がん検診・大腸がん検診・胃がん検診は過去 1年以内、 

子宮がん検診・乳がん検診は過去 2年以内） 

 

(%) 

会社や健康保険組合等で
実施するがん検診 無回答 

川崎市の 
がん検診 その他 
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性／年齢別では、男性の 40歳以上 69歳以下の年代、女性の 40～49歳と 50～59歳では、「会

社や健康保険組合等で実施するがん検診」が最も高い。一方、男女ともに 70歳以上では「川崎

市のがん検診」が最も高い。なお、女性の 60～69 歳では、「会社や健康保険組合等で実施する

がん検診」と「川崎市のがん検診」がほぼ同程度となっている。 

がん対策推進基本計画(平成 29年 10月 24日閣議決定)における肺がん検診受診率算出の対象

年齢である 40～69歳では「川崎市のがん検診」が、15.0%となっている。 

 

  

図表６－１０ 肺がん検診(胸のレントゲン撮影や喀痰(かくたん)検査など)の受診機会 
（性／年齢別・居住区別） 

61.0

70.4

70.5

54.3

75.0

93.3

91.9

85.7

63.3

22.2

80.4

77.8

84.8

77.3

68.5

35.8

14.5

61.2

53.2

57.9

66.4

63.0

58.1

63.4

65.6

21.9 

15.0 

15.1 

26.9 

0.0 

3.3 

4.7 

4.3 

16.5 

46.0 

8.5 

11.1 

3.0 

10.2 

20.2 

33.3 

59.2 

20.9 

23.4 

25.3 

15.9 

18.5 

24.8 

23.7 

22.6 

11.9 

11.0 

10.2 

13.3 

0.0 

3.3 

2.3 

7.1 

17.7 

19.0 

8.9 

11.1 

12.1 

8.0 

7.9 

23.5 

15.8 

12.8 

19.1 

12.6 

14.0 

13.0 

10.1 

7.5 

6.5 

5.1 

3.7 

4.2 

5.6 

25.0 

0.0 

1.2 

2.9 

2.5 

12.7 

2.1 

0.0 

0.0 

4.5 

3.4 

7.4 

10.5 

5.0 

4.3 

4.2 

3.7 

5.6 

7.0 

5.4 

5.4 

(%) 

会社や健康保険組合等で
実施するがん検診 無回答 

川崎市の 
がん検診 その他 

麻 生 区 (n=93) 

受診経験者 (n=721) 

男性（計） (n=332) 

女性（計） (n=376) 

1 8 ～ 2 9 歳 (n=4) 

3 0 ～ 3 9 歳 (n=30) 

4 0 ～ 4 9 歳 (n=86) 

5 0 ～ 5 9 歳 (n=70) 

6 0 ～ 6 9 歳 (n=79) 

40～69 歳(計) 

40～69 歳(計) 

40～69 歳(計) 

7 0 歳 以 上 (n=63) 

1 8 ～ 2 9 歳 (n=9) 

3 0 ～ 3 9 歳 (n=33) 

4 0 ～ 4 9 歳 (n=88) 

5 0 ～ 5 9 歳 (n=89) 

6 0 ～ 6 9 歳 (n=81) 

7 0 歳 以 上 (n=76) 

川 崎 区 (n=94) 

幸 区 (n=95) 

中 原 区 (n=107) 

高 津 区 (n=108) 

宮 前 区 (n=129) 

多 摩 区 (n=93) 

【 居 住 区 別 】 

【 性 ・ 年 代 別 】 

【 性 別 】 

(n=258) 

(n=235) 

(n=493) 

男 

性 

女 

性 



(第２回アンケート) 

-179- 

 

性／年齢別では、男性の 40歳以上 69歳以下の年代、女性の 40～49歳と 50～59歳では、「会

社や健康保険組合等で実施するがん検診」が最も高い。一方、男女ともに 70歳以上では「川崎

市のがん検診」が最も高い。なお、女性の 60～69歳では、「川崎市のがん検診」と「その他」が

ほぼ同程度となっている。 

がん対策推進基本計画(平成 29年 10月 24日閣議決定)における大腸がん検診受診率算出の対

象年齢である 40～69歳では「川崎市のがん検診」が、18.0%となっている。 

  

図表６－１１ 大腸がん検診(便潜血反応検査(検便)など)の受診機会 
（性／年齢別・居住区別） 

 

54.8

60.5

64.2

47.9

66.7

92.9

81.6

73.2

57.9

24.2

71.4

75.0

92.1

70.0

54.7

25.6

13.5

50.9

48.4

56.8

53.9

56.9

51.2

60.0

57.6

22.7 

18.0 

16.8 

27.1 

0.0 

3.6 

8.0 

9.9 

18.4 

41.9 

12.0 

25.0 

0.0 

15.6 

20.0 

35.4 

54.1 

23.2 

25.3 

23.9 

22.6 

16.4 

25.2 

23.3 

23.9 

17.2 

17.8 

15.0 

18.8 

0.0 

3.6 

9.2 

15.5 

21.1 

21.0 

15.0 

0.0 

7.9 

11.1 

20.0 

30.5 

20.3 

20.2 

20.0 

17.0 

17.4 

21.6 

17.1 

11.1 

14.1 

5.3 

3.8 

4.0 

6.3 

33.3 

0.0 

1.1 

1.4 

2.6 

12.9 

1.7 

0.0 

0.0 

3.3 

5.3 

8.5 

12.2 

5.6 

6.3 

2.3 

6.1 

5.2 

6.5 

5.6 

4.3 

(%) 

会社や健康保険組合等で
実施するがん検診 無回答 

川崎市の 
がん検診 その他 

麻 生 区 (n=92) 

受診経験者 (n=721) 

男性（計） (n=327) 

女性（計） (n=384) 

1 8 ～ 2 9 歳 (n=3) 

3 0 ～ 3 9 歳 (n=28) 

4 0 ～ 4 9 歳 (n=87) 

5 0 ～ 5 9 歳 (n=71) 

6 0 ～ 6 9 歳 (n=76) 

40～69 歳(計) 

40～69 歳(計) 

40～69 歳(計) 

7 0 歳 以 上 (n=62) 

1 8 ～ 2 9 歳 (n=4) 

3 0 ～ 3 9 歳 (n=38) 

4 0 ～ 4 9 歳 (n=90) 

5 0 ～ 5 9 歳 (n=95) 

6 0 ～ 6 9 歳 (n=82) 

7 0 歳 以 上 (n=74) 

川 崎 区 (n=95) 

幸 区 (n=88) 

中 原 区 (n=115) 

高 津 区 (n=116) 

宮 前 区 (n=123) 

多 摩 区 (n=90) 

【 居 住 区 別 】 

【 性 ・ 年 代 別 】 

【 性 別 】 

(n=267) 

(n=234) 

(n=501) 

男 

性 

女 

性 
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性／年齢別では、男性の 40歳以上 69歳以下の年代、女性の 40～49歳と 50～59歳では、「会

社や健康保険組合等で実施するがん検診」が最も高い。一方、男女ともに 70歳以上では「川崎

市のがん検診」が最も高い。なお、女性の 60～69 歳では、「会社や健康保険組合等で実施する

がん検診」と「その他」がほぼ同程度となっている。 

がん対策推進基本計画(平成 29年 10月 24日閣議決定)における胃がん検診受診率算出の対象

年齢である 40～69歳では「川崎市のがん検診」が、10.3%となっている。 

 

  

61.7

70.2

70.4

54.9

50.0

83.3

89.5

77.3

66.2

22.7

78.8

100.0

89.7

79.5

65.8

35.4

12.9

61.7

45.7

61.2

66.3

67.0

58.3

66.3

65.1

14.6 

10.3 

10.5 

17.8 

0.0 

4.2 

4.7 

6.1 

9.2 

34.1 

6.5 

0.0 

0.0 

6.4 

15.2 

21.5 

40.3 

14.0 

20.0 

17.6 

11.6 

9.3 

19.4 

12.0 

13.3 

15.4 

13.9 

11.5 

18.4 

0.0 

12.5 

3.5 

9.1 

20.0 

18.2 

10.1 

0.0 

6.9 

9.0 

15.2 

30.8 

27.4 

17.6 

24.3 

14.1 

14.0 

14.4 

14.6 

15.7 

12.0 

8.2 

5.7 

7.7 

8.9 

50.0 

0.0 

2.3 

7.6 

4.6 

25.0 

4.6 

0.0 

3.4 

5.1 

3.8 

12.3 

19.4 

6.8 

10.0 

7.1 

8.1 

9.3 

7.8 

6.0 

9.6 

(%) 

会社や健康保険組合等で
実施するがん検診 無回答 

川崎市の 
がん検診 その他 

図表６－１２ 胃がん検診(胃部エックス線検査)の受診機会（性／年齢別・居住区別） 
 

麻 生 区 (n=83) 

受診経験者 (n=609) 

男性（計） (n=287) 

女性（計） (n=315) 

1 8 ～ 2 9 歳 (n=2) 

3 0 ～ 3 9 歳 (n=24) 

4 0 ～ 4 9 歳 (n=86) 

5 0 ～ 5 9 歳 (n=66) 

6 0 ～ 6 9 歳 (n=65) 

40～69 歳(計) 

40～69 歳(計) 

40～69 歳(計) 

7 0 歳 以 上 (n=44) 

1 8 ～ 2 9 歳 (n=2) 

3 0 ～ 3 9 歳 (n=29) 

4 0 ～ 4 9 歳 (n=78) 

5 0 ～ 5 9 歳 (n=79) 

6 0 ～ 6 9 歳 (n=65) 

7 0 歳 以 上 (n=62) 

川 崎 区 (n=70) 

幸 区 (n=85) 

中 原 区 (n=86) 

高 津 区 (n=97) 

宮 前 区 (n=103) 

多 摩 区 (n=83) 

【 居 住 区 別 】 

【 性 ・ 年 代 別 】 

【 性 別 】 

(n=222) 

(n=217) 

(n=439) 

男 

性 

女 

性 
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性／年齢別では、男性の 40歳以上 69歳以下の年代、女性の 40～49歳と 50～59歳では、「会

社や健康保険組合等で実施するがん検診」が最も高い。女性の 70歳以上では「川崎市のがん検

診」が最も高く、男性の 70歳以上では「川崎市のがん検診」と「その他」が同程度、女性の 60

～69歳では「その他」が最も高くなっている。 

がん対策推進基本計画(平成 29年 10月 24日閣議決定)における胃がん検診受診率算出の対象

年齢である 40～69歳では「川崎市のがん検診」が、15.9%となっている。 

 

  

図表６－１３ 胃がん検診(胃内視鏡検査)の受診機会（性／年齢別・居住区別） 
 

39.1

48.1

48.8

32.1

0.0

33.3

77.6

58.9

41.3

18.4

58.8

0.0

71.4

53.7

41.8

21.2

7.8

38.0

23.7

40.9

41.4

38.0

44.7

43.8

42.4

22.1 

15.9 

14.9 

27.5 

0.0 

6.7 

5.2 

7.1 

17.5 

34.7 

10.2 

50.0 

0.0 

13.0 

19.4 

30.3 

49.4 

21.4 

27.6 

25.8 

13.8 

19.6 

21.3 

23.4 

27.1 

31.2 

30.2 

30.2 

32.1 

100.0 

53.3 

15.5 

28.6 

34.9 

34.7 

26.6 

50.0 

28.6 

25.9 

34.3 

39.4 

28.6 

33.7 

36.8 

28.8 

35.6 

33.7 

29.8 

26.6 

22.0 

7.6 

5.8 

6.2 

8.4 

0.0 

6.7 

1.7 

5.4 

6.3 

12.2 

4.5 

0.0 

0.0 

7.4 

4.5 

9.1 

14.3 

7.0 

11.8 

4.5 

9.2 

8.7 

4.3 

6.3 

8.5 

(%) 

麻 生 区 (n=59) 

受 診 経 験 (n=539) 

男性（計） (n=242) 

女性（計） (n=287) 

1 8 ～ 2 9 歳 (n=1) 

3 0 ～ 3 9 歳 (n=15) 

4 0 ～ 4 9 歳 (n=58) 

5 0 ～ 5 9 歳 (n=56) 

6 0 ～ 6 9 歳 (n=63) 

40～69 歳(計) 

40～69 歳(計) 

40～69 歳(計) 

7 0 歳 以 上 (n=49) 

1 8 ～ 2 9 歳 (n=2) 

3 0 ～ 3 9 歳 (n=21) 

4 0 ～ 4 9 歳 (n=54) 

5 0 ～ 5 9 歳 (n=67) 

6 0 ～ 6 9 歳 (n=66) 

7 0 歳 以 上 (n=77) 

川 崎 区 (n=76) 

幸 区 (n=66) 

中 原 区 (n=87) 

高 津 区 (n=92) 

宮 前 区 (n=94) 

多 摩 区 (n=64) 

【 居 住 区 別 】 

【 性 ・ 年 代 別 】 

【 性 別 】 

(n=187) 

(n=177) 

(n=364) 

男 

性 

女 

性 

会社や健康保険組合等で
実施するがん検診 無回答 

川崎市の 
がん検診 その他 
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性／年齢別では、59歳以下の年代では、「会社や健康保険組合等で実施するがん検診」が最も

高く、60～69 歳では「その他」と「川崎市のがん検診」や「会社や健康保険組合等で実施する

がん検診」が同程度であり、70歳以上では「川崎市のがん検診」が最も高い。 

がん対策推進基本計画(平成 29年 10月 24日閣議決定)における子宮がん検診受診率算出の対

象年齢である 20～69歳では「川崎市のがん検診」が、32.5%となっている。 

 

  

図表６－１４ 子宮がん検診(子宮の細胞診検査など)の受診機会（年齢別・居住区別） 

38.2

38.7

37.1

50.3

45.0

24.4

17.9

40.5

20.3

36.4

37.9

46.9

35.2

39.0

50.0

33.0 

32.3 

31.9 

32.2 

35.8 

30.0 

37.5 

32.5 

46.9 

37.9 

29.5 

23.5 

36.4 

32.9 

27.9 

22.4 

22.6 

25.9 

15.4 

15.6 

32.2 

30.4 

21.5 

26.6 

21.2 

25.3 

24.7 

20.5 

20.7 

16.2 

6.4 

6.5 

5.2 

2.1 

3.7 

13.3 

14.3 

5.5 

6.3 

4.5 

7.4 

4.9 

8.0 

7.3 

5.9 

(%) 

会社や健康保険組合等で
実施するがん検診 無回答 

川崎市の 
がん検診 その他 

麻 生 区 (n=68) 

女性（計） (n=545) 

3 0 ～ 3 9 歳 (n=116) 

4 0 ～ 4 9 歳 (n=143) 

5 0 ～ 5 9 歳 (n=109) 

6 0 ～ 6 9 歳 (n=90) 

20～69 歳(計) 

7 0 歳 以 上 (n=56) 

川 崎 区 (n=64) 

幸 区 (n=66) 

中 原 区 (n=95) 

高 津 区 (n=81) 

宮 前 区 (n=88) 

多 摩 区 (n=82) 

【 居 住 区 別 】 

【 年 代 別 】 

(n=489) 

2 0 ～ 2 9 歳 (n=31) 
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性／年齢別では、30 歳以上 59 歳以下の年代では、「会社や健康保険組合等で実施するがん検

診」が最も高く、60～69歳と 70歳以上では「川崎市のがん検診」が最も高い。 

がん対策推進基本計画(平成 29年 10月 24日閣議決定)における乳がん検診受診率算出の対象

年齢である 40～69歳では「川崎市のがん検診」が、34.6%となっている。 

 

  

図表６－１５ 乳がん検診(マンモグラフィ検査や乳房超音波(エコー)検査など)の受診機会 
（年齢別・居住区別） 

46.2

47.4

72.2

58.3

47.3

24.4

14.3

45.9

31.3

39.4

52.6

58.3

40.5

50.0

51.6

29.7 

10.5 

4.2 

31.3 

38.2 

35.6 

39.3 

34.6 

39.1 

31.8 

25.0 

20.8 

31.0 

32.8 

29.7 

17.9 

36.8 

18.1 

8.3 

12.7 

28.9 

28.6 

15.1 

20.3 

19.7 

18.4 

15.3 

23.8 

10.9 

14.1 

6.1 

5.3 

5.6 

2.1 

1.8 

11.1 

17.9 

4.4 

9.4 

9.1 

3.9 

5.6 

4.8 

6.3 

4.7 

(%) 

会社や健康保険組合等で
実施するがん検診 無回答 

川崎市の 
がん検診 その他 

麻 生 区 (n=64) 

女性（計） (n=491) 

3 0 ～ 3 9 歳 (n=72) 

4 0 ～ 4 9 歳 (n=144) 

5 0 ～ 5 9 歳 (n=110) 

6 0 ～ 6 9 歳 (n=90) 

40～69 歳(計) 

7 0 歳 以 上 (n=56) 

川 崎 区 (n=64) 

幸 区 (n=66) 

中 原 区 (n=76) 

高 津 区 (n=72) 

宮 前 区 (n=84) 

多 摩 区 (n=64) 

【 居 住 区 別 】 

【 年 代 別 】 

(n=344) 

2 0 ～ 2 9 歳 (n=19) 
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６－３ がん検診を受診していない理由 

◎「費用がかかるから（料金が高いなど）」が 23.5% 

がん検診を受診していない主な理由は、「費用がかかるから(料金が高いなど)」(23.5%)、「時

間がないから(仕事や家事で忙しいなど)」(23.3%)、「まだそういう年齢ではないから」(21.4%)

などとなっている。 

 

  

複数回答 受診していないがん検診がある人 (n=1,099) 

図表６－１６ がん検診を受診していない理由 

問１６．あなたが、がん検診（検査）を受診していない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

 

23.5

23.3

21.4

13.8

12.5

11.9

10.9

6.6

5.9

3.8

3.5

11.6

10.0

0 10 20 30 40 50 60

費用がかかるから (料金が高いなど) 

時間がないから (仕事や家事で忙しいなど) 

まだそういう年齢ではないから 

心配になったらすぐ医療機関で受診するから 

面倒くさいから 

関心がなかった(知らなかった)から 

受診しようとしていたが忘れていたから 

主治医に任せているから (通院中など) 

健康に自信があるから 

検査に伴う苦痛等に不安があるから 
 (不快、恥ずかしいなど) 

その他 

無回答 

(%) 

検査結果に不安がある(がんと分かるのが怖い)から 



(第２回アンケート) 

-185- 

 

性／年齢別では「費用がかかるから(料金が高いなど)」「時間がないから(仕事や家事で忙し

いなど)」は、男性の 30歳以上 59歳以下の年代と女性の 49歳以下の年代で 2～3割程度となっ

ている。がん対策推進基本計画(平成 29年 10月 24日閣議決定)における受診率算出の対象年齢

では、女性の 50～59 歳と 60～69 歳で「心配になったらすぐ医療機関で受診するから」が 3 割

を超え、男性の 60～69歳で「面倒くさいから」が 24.2%と高くなっている。  

図表６－１７ がん検診を受診していない理由（性／年齢別・居住区別、上位８項目） 
費用がかかるから 

 (料金が高いなど) 
時間がないから (仕事や

家事で忙しいなど) 

23.3
26.4

21.2
25.2

13.4
27.1
27.6
26.2

17.7
2.6

24.6
21.5
31.3
36.3

28.9
12.9

7.1
27.7

22.6
24.6
24.1
23.1
25.9
23.6
18.8

0 20 40 60 80 100

まだそういう年齢では

ないから 

21.4
5.0

24.7
19.1

67.1
43.8

12.4
1.5
0.0
0.0
6.0

50.5
40.3

9.6
0.0
0.0
0.0
4.3

19.5
21.6
25.7
21.9
18.7
20.9
21.1

0 20 40 60 80 100

心配になったらすぐ 

医療機関で受診するから 

13.8
17.6

11.1
15.8

3.7
3.1
12.4
12.3
22.6
23.1

15.1
3.7
7.5
11.0
18.9

33.3
32.9

19.5

17.0
16.4

7.5
17.2
14.5
9.5
16.5

0 20 40 60 80 100

麻 生 区 (n=133) 

非 受 診 者 (n=1,099) 

男性（計） (n=449) 

女性（計） (n=640) 

18～29 歳 (n=82) 
30～39 歳 (n=96) 
40～49 歳 (n=105) 
50～59 歳 (n=65) 
60～69 歳 (n=62) 
70 歳以上 (n=39) 

18～29 歳 (n=107) 
30～39 歳 (n=134) 
40～49 歳 (n=146) 
50～59 歳 (n=90) 
60～69 歳 (n=93) 
70 歳以上 (n=70) 

川 崎 区 (n=159) 
幸 区 (n=134) 
中 原 区 (n=187) 
高 津 区 (n=169) 
宮 前 区 (n=166) 
多 摩 区 (n=148) 

【 居 住 区 別 】 

【 性 ・ 年 代 別 】 

【 性 別 】 

 (n=329) 

 (n=232) 

 
（ 計 ） 

(n=561) 
23.5
23.0

22.3
24.5

18.3
28.1
22.9
29.2

16.1
12.8
22.8
25.2
33.6
30.8

17.8
16.1
12.9
23.1

23.9
23.1
27.3

21.3
19.9
25.0
24.1

0 20 40 60 80 100

男 

性 

女 

性 

(%) (%) (%) (%) 

12.5
16.9

5.6
17.5

2.4
6.3
6.7
9.2
4.8
2.6
6.9
4.7
11.2
21.2
25.6
26.9

18.6
24.0

10.1
7.5
16.6
18.3

12.0
8.8
12.0

0 20 40 60 80 100

11.9
14.6

12.0
12.0

6.1
10.4
12.4
12.3

24.2
7.7
15.5
11.2
9.7
13.0
13.3
16.1

8.6
14.0

13.2
10.4
13.4
12.4
12.7
8.8
11.3

0 20 40 60 80 100

面倒くさいから 

10.9
7.7

15.4
8.0

19.5
24.0

15.2
10.8
8.1
5.1
12.1
18.7

9.0
4.8
5.6
3.2
5.7
4.6

13.2
11.2
9.6
13.0
11.4
7.4
10.5

0 20 40 60 80 100

関心がなかった 
(知らなかった)から 

6.6
7.8

3.8
8.6

1.2
1.0
4.8
7.7
8.1

0.0
6.5
2.8
11.2
9.6
7.8
8.6
11.4
8.8

8.2
5.2
7.5
4.7
8.4
6.1
4.5

0 20 40 60 80 100

受診しようとしていた
が忘れていたから 

麻 生 区 (n=133) 

非 受 診 者 (n=1,099) 

男性（計） (n=449) 

女性（計） (n=640) 

18～29 歳 (n=82) 
30～39 歳 (n=96) 
40～49 歳 (n=105) 
50～59 歳 (n=65) 
60～69 歳 (n=62) 
70 歳以上 (n=39) 

18～29 歳 (n=107) 
30～39 歳 (n=134) 
40～49 歳 (n=146) 
50～59 歳 (n=90) 
60～69 歳 (n=93) 
70 歳以上 (n=70) 

川 崎 区 (n=159) 
幸 区 (n=134) 
中 原 区 (n=187) 
高 津 区 (n=169) 
宮 前 区 (n=166) 
多 摩 区 (n=148) 

【 居 住 区 別 】 

【 性 ・ 年 代 別 】 

【 性 別 】 

 (n=329) 

 (n=232) 

 
（ 計 ） 

(n=561) 

男 

性 

女 

性 

(%) (%) (%) (%) 



(第２回アンケート) 

-186- 

 

６－４ がん検診を受診した理由 

◎「職場に無料または安価な検診があるから」が 41.6% 

がん検診を受診した理由は、「職場に無料または安価な検診があるから」(41.6%)が最も多く、

次いで「市のお知らせが来たから」(29.2%)、「主治医や医療機関からの勧めがあったから」

(16.2%)、「がんへの不安があるため」(15.2%)、「気になる症状があったから」(15.1%)の順とな

っている。 

 

  

複数回答 これまでにいずれかのがん検診を受診したことがある人 (n=1,071) 

図表６－１８ がん検診を受診した理由 

問１７．あなたが、がん検診（検査）を受診した理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

 

41.6

29.2

16.2

15.2

15.1

11.0

8.8

7.4

2.1

6.5

5.4

0 10 20 30 40 50 60

職場に無料または安価な検診があるから 

市のお知らせが来たから 

主治医や医療機関からの勧めがあったから 

がんへの不安があるため 

がんになって家族に負担をかけないため 

身近な人ががんになったことがあるから 

家族や友人からの勧めがあったから 

市の広報(市政だよりや案内チラシなど)を見たから 

その他 

(%) 

無回答 

気になる症状があったから 
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性／年齢別では、「職場に無料または安価な検診があるから」は、男女ともに年代が若い方が

高い傾向となっている。「市のお知らせが来たから」は、女性の 70歳以上(55.6%)、男性の 70歳

以上(41.1%)の順であるが、女性では 69歳以下の年代でも 3割前後となっている。  

図表６－１９ がん検診を受診した理由（性／年齢別・居住区別、上位８項目） 

職場に無料または安価
な検診があるから 

41.6
47.0

50.4
37.1

60.0
78.4

70.5
50.0

44.1
15.1

55.7
35.0

49.2
53.8

37.0
26.2

8.1
40.9

27.6
38.5
43.5
45.7
42.0
44.2
50.4

0 20 40 60 80 100
(%) 

市のお知らせが来たから 

29.2
25.7

17.9
35.6

0.0
5.4
10.5
14.3
17.2

41.1
13.8

30.0
26.2
32.5
34.6
36.4

55.6
34.3

34.2
27.7
29.3
24.7
30.5
32.6

25.6

0 20 40 60 80 100
(%) 

主治医や医療機関から
の勧めがあったから 

16.2
14.2

17.1
15.6

0.0
0.0
5.7
10.7

24.7
41.1

13.5
12.5
11.9
9.4

20.5
15.9
25.3

14.7

17.1
16.9
14.1
16.7
16.7
20.3

11.6

0 20 40 60 80 100
(%) 

がんへの不安がある 
ため 

15.2
15.8

11.1
17.9

0.0
5.4
8.6
11.9
11.8
16.4

10.6
17.5
14.3
18.1
16.5
25.2

16.2
19.5

15.8
11.5
20.1
14.8
13.8
17.4

11.6

0 20 40 60 80 100
(%) 

15.1
14.1

11.6
16.7

20.0
5.4
9.5
8.3
17.2
13.7
11.7
15.0
15.9
13.1
13.4
22.4
21.2

15.7

13.2
12.3
15.8
19.8
16.7

9.4
17.8

0 20 40 60 80 100
(%) 

気になる症状があった

から 

11.0
11.1

9.3
11.7

0.0
5.4
7.6
9.5
8.6
15.1

8.5
2.5
4.8
10.6
15.0
14.0
19.2

12.9

7.2
13.8
9.8
13.0
8.6
8.7
17.8

0 20 40 60 80 100
(%) 

がんになって家族に 

負担をかけないため 

8.8
9.5

7.1
9.8

0.0
5.4
7.6
7.1
4.3
11.0
6.4
7.5
3.2
13.1
12.6
8.4
12.1
11.7

3.3
13.1
8.7
8.6
8.0
13.8

7.0

0 20 40 60 80 100
(%) 

身近な人ががんに 

なったことがあるから 

7.4
6.8

5.5
8.3

0.0
0.0
4.8
8.3
4.3
8.2
5.7

17.5
5.6
8.1
7.1
7.5
11.1
7.6

6.6
7.7
5.4
9.3
9.8
8.0
4.7

0 20 40 60 80 100
(%) 

家族や友人からの勧め

があったから 

麻 生 区 (n=129) 

受診経験者 (n=1,071) 

男性（計） (n=397) 

女性（計） (n=660) 

18～29 歳 (n=5) 
30～39 歳 (n=37) 
40～49 歳 (n=105) 
50～59 歳 (n=84) 
60～69 歳 (n=93) 
70 歳以上 (n=73) 

18～29 歳 (n=40) 
30～39 歳 (n=126) 
40～49 歳 (n=160) 
50～59 歳 (n=127) 
60～69 歳 (n=107) 
70 歳以上 (n=99) 

川 崎 区 (n=152) 
幸 区 (n=130) 
中 原 区 (n=184) 
高 津 区 (n=162) 
宮 前 区 (n=174) 
多 摩 区 (n=138) 

【 居 住 区 別 】 

【 性 ・ 年 代 別 】 

【 性 別 】 

 (n=394) 

 (n=282) 

 
（ 計 ） 

(n=676) 

男 

性 

女 

性 

麻 生 区 (n=129) 

受診経験者 (n=1,071) 

男性（計） (n=397) 

女性（計） (n=660) 

18～29 歳 (n=5) 
30～39 歳 (n=37) 
40～49 歳 (n=105) 
50～59 歳 (n=84) 
60～69 歳 (n=93) 
70 歳以上 (n=73) 

18～29 歳 (n=40) 
30～39 歳 (n=126) 
40～49 歳 (n=160) 
50～59 歳 (n=127) 
60～69 歳 (n=107) 
70 歳以上 (n=99) 

川 崎 区 (n=152) 
幸 区 (n=130) 
中 原 区 (n=184) 
高 津 区 (n=162) 
宮 前 区 (n=174) 
多 摩 区 (n=138) 

【 居 住 区 別 】 

【 性 ・ 年 代 別 】 

【 性 別 】 

 (n=394) 

 (n=282) 

 
（ 計 ） 

(n=676) 

男 

性 

女 

性 
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６－５ がん検診について、市から発信して欲しい情報 

◎「土日・夜間に受診できる医療機関について」が 45.7% 

がん検診について、市から発信して欲しい情報は、「土日・夜間に受診できる医療機関につい

て」が 45.7%で最も高く。次いで、「がん検診のメリットについて」(38.5%)、「がん検診のデメ

リットについて」(25.6%)の順となっている。 

一方で、「発信してほしいと思う情報は特にない」とする人も 16.4%となっている。 

 

  

図表６－２０ 市から発信して欲しい情報 

問１８．あなたは、がん検診について、どのような情報を川崎市から発信してほしいと思いま

すか。（○はいくつでも） 

 

45.7

38.5

25.6

5.9

4.0

16.4

7.6

0 10 20 30 40 50 60

土日・夜間に受診できる医療機関について 

がん検診のメリットについて 

がん検診のデメリットについて 

講演会等について 

発信してほしいと思う情報は特にない 

無回答 

(%) 

その他 

複数回答(n=1,611) 
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性／年齢別では、「土日・夜間に受診できる医療機関について」は、男性の 59 歳以下の年代

と女性の 49歳以下の年代で 5割を超えている。「がん検診のメリットについて」は、女性の 18

～29 歳で 53.2%と最も高い。なお、女性の 18～29 歳では、「がん検診のデメリットについて」

も 36.7%となっている。 

  

図表６－２１ 市から発信して欲しい情報（性／年齢別・居住区別、上位４項目） 

土日・夜間に受診でき
る医療機関について 

45.7
48.2

49.3
44.1

54.7
57.0
59.4

50.4
41.5

29.7
51.0
51.4
60.9

54.2
46.4

35.1
12.1

46.0

46.3
46.5
50.4

43.5
48.2
45.7

38.1

0 20 40 60 80 100
(%) 

がん検診のメリット 
について 

38.5
38.3

37.2
40.5

45.3
42.1
40.0

29.1
36.9

30.7
35.8

53.2
38.4
42.7
38.6
39.1

33.3
40.3

38.8
42.4
38.5
37.9
36.1
40.0
37.1

0 20 40 60 80 100
(%) 

がん検診のデメリット
について 

25.6
24.9

23.1
28.2

25.6
33.6

23.2
12.8
20.8
24.8
19.4

36.7
19.9

31.3
25.5
31.1
26.5
29.4

23.8
30.3

24.4
26.1
21.2
30.5

24.9

0 20 40 60 80 100
(%) 

講演会等について 

5.9
6.8

4.3
7.3

3.5
2.8
1.9
6.8
4.6
6.9
4.2
3.7
4.6
4.2
11.1
12.6
7.6
8.9

4.4
5.1
5.3
4.7
7.8
6.2
8.1

0 20 40 60 80 100
(%) 

麻 生 区 (n=197) 

受診経験者 (n=1,611) 

男性（計） (n=696) 

女性（計） (n=889) 

18～29 歳 (n=86) 
30～39 歳 (n=107) 
40～49 歳 (n=155) 
50～59 歳 (n=117) 
60～69 歳 (n=130) 
70 歳以上 (n=101) 

18～29 歳 (n=109) 
30～39 歳 (n=151) 
40～49 歳 (n=192) 
50～59 歳 (n=153) 
60～69 歳 (n=151) 
70 歳以上 (n=132) 

川 崎 区 (n=227) 
幸 区 (n=198) 
中 原 区 (n=262) 
高 津 区 (n=253) 
宮 前 区 (n=255) 
多 摩 区 (n=210) 

【 居 住 区 別 】 

【 性 ・ 年 代 別 】 

【 性 別 】 

 (n=496) 

 (n=402) 

 
（ 計 ） 

(n=898) 

男 

性 

女 

性 




